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研究成果の概要（和文）：　先に岡研究グループは電磁・居住環境の快適性実現のため木質系磁性電波吸収ボードを考
案試作してきた。しかし、これまでの磁性木材では様々な整合周波数に適用させるためにはボード厚さ又は複合材料の
比率を変える必要があった。そのためボード厚さ及び重量が変化することなど建築設計上、問題を有していた。
　そこで本研究では上記問題解決のため①磁性流体を木粉(磁性木粉)に含浸する磁性木材作製手法及び②粉体型磁性木
材を低温加熱することで誘電率を変えることから厚さ一定で整合周波数を調整する手法となる基本的材料定数調整法に
ついて基盤技術及び推定手法に対する指針を明確にできた。

研究成果の概要（英文）：To improve a comfortable residential environment under the increasing electro-magn
etic environment, a woody electromagnetic wave absorber is one possible approach to solving the unwanted r
adiation or to reduce its impact on the surrounding area. The basic design of adjusting methods on indoor 
electro-magnetic wave absorber concerning about material constants and electromagnetic absorption characte
ristic is examined and the methods give good results to design indoor powder-type magnetic wood wave absor
bers for a specified absorp-tion frequency. The two methods are proposed, one is a method to impregnate ma
gnetic fluid to wood powder  and the other is to heat the powder type magnetic wood in low temperature. Bo
th methods change permittivity and can shift the matching frequency without changing the thickness and the
 weight of the board.
The results from our studies can be used to design indoor powder-type magnetic wood wave absorbers for a s
pecified absorption frequency.
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１．研究開始当初の背景 
 岡研究グル―プで考案試作された磁性木
材は、木材と磁性流体又は磁性粉末を組み合
わせることによって、木材には本来ない磁気
特性を積極的に付与することができた。この
磁性木材は、木材特有の素材感、加工容易性、 
低比重、調湿作用、などの特徴と同時に、磁
性体の有する磁気的機能性を併せ持った高
機能木材として木質建材および家具材など
居住空間での幅広い応用が考えられる。磁性
木材を用いた室内用磁性電波吸収ボードは
居住空間との調和性を持つことから室内用
電波吸収ボードとして注目されている。特に、
最近の情報家電機器のワイヤレス化に伴い、
様々な周波数に対する室内間の混信防止、情
報セキリティなど木質材の磁性化技術とし
て新たな木材工学及リサイクル技術等の産
業展開が期待できる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では近未来居住空間における電
磁・居住環境の快適性実現のため木質系電波
吸収ボードの室内環境条件「含水率等を考慮
した複合材料定数・電波吸収性能の調整特性
解析」および「低温加熱又は磁性流体浸透に
よる磁性木材の材料定数調整現象解明」と
「木質・電波吸収調和性能の最適設定手法」
に関する下記事項について解明することを
目的とする。 
(1) 室内環境条件を考慮した複合材料定数の
設定法：複合材料定数の主決定パラメータ解
析および含水率による材料定数調整特性。(室
温・湿度依存性を含む）。(2) 低温加熱・磁性
流体・バインダによる材料定数・電波吸収性
能の調整特性現象解明・解析。(3) 複合木質
材料構成手法と木質・電波吸収調和性能に関
する最適設定手法：磁性流体含浸手法、低温
加熱手法の木質・電波吸収調和機能特性分析 
 
3. 研究の方法 
(1) 室内環境条件を考慮した磁性木材の複
合材料定数の設定法 
①複合材料定数の主決定パラメータ分析及
び解析。 
②含水率を考慮した複合材料定数調整特性
解析。 
③複合材料定数の湿度依存性分析。 
(2) 材料定数・電波吸収性能の調整特性解析。 
①低温加熱による磁性木材の材料定数調整
手法。 
②低温加熱による磁性木材の高周波誘電特
性調整手法。 
③磁性流体含浸木粉による材料定数調整手
法。 
④バインダによる曲げ強度及び材料定数の
含水率効果調整効果。 
(3) 複合材料構成手法と木質・電波吸収調和
性能に関する最適設定手法。 
① 磁性木材の磁性流体含浸手法による木
質・電波吸収調整特性解析。 

②低温加熱による磁性木材の木質・材料定数
性能調和特性分析。 
③磁性流体含浸率による磁性木材の木質・電
波吸収調和特性解析。 
(4) 磁性木材の電波吸収・電波透過・制御（反
射減衰量・整合周波数・半値幅等）及びイン
ピーダンス周波数特性制御・記録等 高周波
複合デバイスとしての新たな機能性を発掘
する。 
 
４．研究成果 
本研究では,電磁・居住環境の快適性実現
のため 木質系磁性電波吸収ボードの電波
吸収調整機能設計法に関する新たな基盤技
術を下記の通り明らかにした。 
(1) 粉体型磁性木材の材料定数調整特性の
解明。 
(2) 材料定数及び整合周波数・反射減衰特性
調整法。 
① 磁性流体を含浸した木粉（磁性木粉）に
よる粉体型磁性木材の材料定数の調整手法。
② 低温加熱による粉体型磁性木材の材料定
数調整手法。 
(3) 基準ボードによる磁性木粉を用いた粉
体型磁性木材の材料定数推定法を考案。 
(4) 新たに磁性竹材ボードの材料定数と電
波吸収ボード機能性能解明。 
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